
133

　

一
九
八
九
年
六
月
四
日
、
北
京
の
天
安
門
広
場
に
お
い
て
、
民
主

化
を
要
求
す
る
学
生
や
、
市
民
の
デ
モ
を
弾
圧
す
る
べ
く
、
人
民
解

放
軍
が
戦
車
や
装
甲
車
を
出
動
さ
せ
、
無
差
別
に
発
砲
し
て
多
数
の

死
傷
者
を
出
し
た
流
血
事
件
―
―
天
安
門
事
件
が
発
生
し
た
。
事
件

か
ら
一
週
間
後
の
六
月
一
一
日
に
外
務
省
中
国
課
が
作
成
し
た
「
中

国
情
勢
（
事
態
収
拾
へ
の
動
き
）」
は
、「
中
国
独
裁
政
治
の
陰
湿
さ

と
不
安
定
性
を
印
象
づ
け
、
国
際
的
イ
メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ
、
一
〇

年
間
の
改
革
・
開
放
の
努
力
に
よ
っ
て
高
ま
っ
た
中
国
の
国
際
的
信

用
を
一
気
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
」
と
し
て
、
中
国
政
府
の
対
応
を

厳
し
く
批
判
す
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
天
安
門
事
件
は
、
そ
れ
ま
で
良
好
な
日
中
関
係
の

推
進
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し
て
き
た
者
に
と
っ
て
は
衝
撃
的
な
出

来
事
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
中
国
政
府
の
行
動
に
深
い
憂
慮
を
示

す
、
自
民
党
の
有
力
政
治
家
が
い
た
。
伊
東
正
義
で
あ
る
。
こ
の

北
海
学
園
大
学
教
授

若
月
秀
和

わ
か
つ
き　

ひ
で
か
ず　

二
〇
〇
二
年
立

教
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
、
博
士
（
政
治
学
）。
専
門
は
日
本
政
治

外
交
史
。
著
書
に
『
冷
戦
の
終
焉
と
日
本

外
交
』『「
全
方
位
外
交
」
の
時
代
』
な
ど
。

外
交
極
秘
解
除
文
書
連
載

②

一
九
八
九
年
・
天
安
門
事
件
と
冷
戦
終
結
前
夜

「
親
中
」は「
媚
中
」に
あ
ら
ず

伊
東
正
義
の
矜
持

ー
ー
六
月　

中
国
・
天
安
門
事
件
と
伊
東
訪
中
団
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一
九
八
九
年
、伊
東
は
ま
さ
に
「
時
の
人
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

同
年
四
月
末
、
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
に
端
を
発
す
る
政
治
不
信
の
嵐
に

直
撃
さ
れ
、
竹
下
登
首
相
が
退
陣
表
明
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
後
、
清

廉
な
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
た
伊
東
は
、
竹
下
後
継
の
総
理
・
総
裁

候
補
と
し
て
一
躍
注
目
さ
れ
た
も
の
の
、「
本
の
表
紙
だ
け
変
え
て

も
、中
身
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
」
と
い
う
一
言
で
固
辞
。「
総

理
大
臣
の
イ
ス
を
蹴
っ
た
」
稀
有
な
政
治
家
と
し
て
名
を
遺
し
た
。

　

そ
の
伊
東
は
、
天
安
門
事
件
の
発
生
を
契
機
に
外
交
に
お
い
て

も
「
時
の
人
」
に
な
る
。
当
時
、
伊
東
は
自
民
党
の
有
力
政
治
家

の
中
で
も
突
出
し
た
親
中
国
派
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
日
中
友

好
議
員
連
盟
の
会
長
で
あ
っ
た
。
伊
東
と
中
国
と
の
関
係
は
古
い
。

一
九
三
〇
年
代
、
農
林
省
に
入
省
し
た
て
の
頃
、
大
蔵
省
の
大
平
正

芳
と
知
り
合
っ
た
伊
東
は
、
日
中
戦
争
勃
発
を
機
に
対
中
政
策
を
調

整
す
る
機
関
で
あ
る
興
亜
院
に
共
に
出
向
し
、
そ
の
後
二
人
は
戦
後

の
政
界
で
盟
友
と
な
っ
た
。
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
に
外
相
と

し
て
尽
力
し
た
大
平
が
首
相
在
任
中
に
急
逝
し
た
後
も
、
伊
東
は
亡

き
盟
友
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
毎
年
の
よ
う
に
中
国
を
訪
れ
、
同
国

要
人
と
の
間
に
太
い
パ
イ
プ
を
築
い
た
。

事
実
上
の
政
府
特
使
と
し
て
訪
中

　

天
安
門
事
件
の
三
日
後
の
六
月
七
日
午
前
、
伊
東
は
、
日
中
友
好

議
員
連
盟
緊
急
理
事
会
の
場
に
い
た
。
外
務
省
ア
ジ
ア
局
の
谷
野
作

太
郎
審
議
官
（
六
月
下
旬
か
ら
ア
ジ
ア
局
長
）
に
よ
る
状
況
説
明
の

後
、連
盟
の
決
議
案
に
関
す
る
所
属
議
員
た
ち
の
意
見
が
示
さ
れ
た
。

中
国
課
が
作
成
し
た
こ
の
時
の
議
事
録
を
読
む
と
、
確
か
に
、
中
国

に
制
裁
を
課
す
欧
米
諸
国
と
距
離
を
置
く
べ
き
だ
と
い
う
意
見
や
、

決
議
案
の
文
面
が
「
中
国
政
府
を
批
判
し
て
い
る
と
と
ら
れ
な
い

か
？
」
と
い
っ
た
過
剰
な
配
慮
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
今
回
の
事
件
で
日
本
国
民
が
受
け
た
衝
撃
に
鑑
み
、「
人

道
問
題
か
ら
強
く
反
省
を
促
し
た
方
が
良
い
と
思
う
。
…
…
許
さ
れ

ざ
る
行
為
と
し
て
こ
の
際
断
言
し
て
い
た
だ
き
た
い
」「
言
う
べ
き

こ
と
は
言
う
べ
き
」
と
い
っ
た
、
よ
り
強
い
対
応
を
支
持
す
る
意
見

も
相
当
有
力
で
あ
っ
た
。

　

全
体
の
意
見
が
一
通
り
出
さ
れ
た
後
、
会
長
の
伊
東
は
、「
人
道

的
見
地
か
ら
は
な
は
だ
遺
憾
」「
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
局
面
の
収

拾
を
図
り
」
と
い
う
二
点
の
文
言
を
決
議
案
に
盛
り
込
む
裁
断
を
す

る
。
そ
の
う
え
で
、
同
日
午
後
の
楊
振
亜
駐
日
大
使
へ
の
決
議
案
申

し
入
れ
の
際
、「
大
使
に
も
っ
と
強
く
言
う
つ
も
り
で
あ
る
」
と
結

ん
だ
。
彼
自
身
が
、「
真
の
友
人
は
こ
う
い
う
時
こ
そ
注
意
す
る
の

が
本
当
だ
」
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
三
ヵ
月
後
の
九
月
一
七
～
一
九
日
、
伊
東
は
日
中
友
好

議
員
連
盟
の
議
員
ら
を
引
き
連
れ
、
中
国
を
訪
問
し
た
。
事
件
に
関
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す
る
日
本
の
強
い
懸
念
を
、
鄧
小
平
な
ど
中
国
側
要
人
に
直
接
伝
え

る
役
目
と
し
て
、
連
盟
会
長
の
伊
東
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ

る
。
事
実
上
の
政
府
特
使
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
伊
東
は
中
国
へ
の

強
い
憤
り
か
ら
訪
中
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
外
務
省
の

谷
野
ア
ジ
ア
局
長
の
強
い
説
得
も
あ
り
、
重
い
腰
を
上
げ
た
。

伊
東
の
直
言
に
も
し
た
た
か
だ
っ
た
中
国

　

一
七
日
夕
方
、
伊
東
一
行
は
、
遼
寧
省
の
瀋
陽
に
あ
る
遼
寧
友
誼

会
館
で
、
李
鵬
首
相
と
の
約
二
時
間
に
わ
た
る
会
見
に
臨
ん
だ
。
李

鵬
は
、
瀋
陽
ま
で
駆
け
付
け
た
一
行
に
対
し
謝
意
を
示
し
、
歓
迎
の

意
向
を
表
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
伊
東
は
、「
今
回
の
訪
中
は
気

が
重
か
っ
た
」
と
切
り
出
し
、「
六
月
四
日
事
件
を
テ
レ
ビ
で
見
て

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
日
中
友
好
に
努
力
し
た

者
と
し
て
は
特
に
そ
う
で
あ
り
、
中
国
が
国
際
的
信
用
を
傷
つ
け
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
」
と
言
明
し
た
。
弾
圧
の
中
心
人
物
と
目
さ
れ

る
李
鵬
に
対
し
て
歯
に
衣
を
着
せ
ぬ
発
言
ぶ
り
で
あ
る
。

　

伊
東
の
直
言
に
対
し
、
李
鵬
は
「
今
回
の
暴
乱
は
、
民
主
・
自
由
、

胡
耀
邦
の
追
悼
に
名
を
借
り
て
、
実
際
に
は
中
国
の
政
府
・
党
の
指

導
を
転
覆
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
問
題
で
あ
っ
た
」
と
断
言
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
民
主
化
運
動
に
理
解
を
示
し
失
脚
を
し
た
趙
紫
陽
に

事
態
悪
化
の
責
任
を
転
嫁
し
た
。
こ
れ
に
対
し
伊
東
は
、「
こ
の
事

1989 年 9月19日、北京の人民大会堂で会談する伊東正義日中友好議員連盟会長（左）と鄧小平中国
中央軍事委主席（AFP=時事）
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件
の
た
め
に
、
日
本
で
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
世
界
の
中
で
中
国
の

信
用
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
」
と
押
し
返
す
。
そ
の
う
え
で
、「
冷

却
化
し
て
い
る
日
中
関
係
を
元
に
戻
す
に
は
、
中
国
側
で
何
ら
か
の

手
段
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
し
て
、
中
国
が
そ
の
種
の
措
置
を

講
じ
る
こ
と
で
、「
竹
下
元
総
理
が
約
束
し
た
（
第
三
次
）
円
借
款

の
八
一
〇
〇
億
円
」
の
実
行
が
可
能
に
な
る
と
論
じ
た
。

　

伊
東
の
発
言
を
受
け
て
も
、
李
鵬
は
自
国
の
対
応
の
正
当
性
を
主

張
し
続
け
た
。
会
見
の
最
後
に
、「
今
回
の
事
件
で
人
民
の
不
満
を

く
み
取
り
教
訓
に
し
た
い
」
と
発
言
し
た
あ
た
り
が
、
唯
一
の
反
省

の
シ
グ
ナ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、「
西
側
の
対
中
封
鎖
を
打

破
す
る
点
に
お
い
て
日
本
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
」
と

指
摘
し
つ
つ
、「
世
界
は
大
き
く
、必
ず
友
人
が
見
つ
か
る
」
と
し
て
、

「
米
国
も
一
方
で
制
裁
を
し
、
他
方
で
仲
良
く
し
た
い
と
シ
グ
ナ
ル

を
送
っ
て
く
る
」
と
意
味
深
長
な
発
言
を
し
た
。

　

米
国
に
関
す
る
李
鵬
の
発
言
は
、
六
月
二
〇
日
、
米
国
政
府
が
、

政
府
間
の
高
位
レ
ベ
ル
交
流
の
全
面
停
止
を
含
む
「
第
二
次
制
裁
」

に
踏
み
切
っ
て
お
き
な
が
ら
、
七
月
一
日
に
ス
コ
ウ
ク
ロ
フ
ト
大
統

領
補
佐
官
（
安
全
保
障
担
当
）
が
極
秘
訪
中
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を

示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
が
明
る
み
に
な
る
の
は
そ
の
年

の
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
米
中
接
近
の
可
能
性
を
示
唆
し
な
が

ら
、
日
本
に
「
中
国
と
の
関
係
改
善
で
米
国
に
遅
れ
て
良
い
の
か
」

と
牽
制
し
、日
本
を
焦
ら
せ
る
こ
と
で
、「
西
側
の
対
中
封
鎖
を
打
破
」

し
よ
う
と
す
る
中
国
側
の
し
た
た
か
な
狙
い
が
見
て
取
れ
る
。

　

李
鵬
に
続
き
、一
八
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
て
は
北
京
に
お
い
て
、

伊
東
一
行
は
、
鄧
小
平
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
を
は
じ
め
、
江
沢
民

総
書
記
、
呉
学
謙
副
総
理
な
ど
要
人
と
の
会
見
を
重
ね
た
。
特
に
、

中
国
政
情
が
な
お
も
不
安
定
な
状
況
の
な
か
で
、
鄧
小
平
主
席
が
外

国
の
政
治
家
と
会
談
し
た
の
は
、
五
月
に
訪
中
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

書
記
長
以
来
、
天
安
門
事
件
後
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
点
に
、

日
本
の
外
務
省
も
、「
今
次
一
行
に
寄
せ
る
中
国
側
の
意
欲
と
関
心

を
示
す
も
の
」
と
注
目
し
た
。

　

ま
ず
、趙
紫
陽
の
後
任
の
総
書
記
と
な
っ
て
間
も
な
い
江
沢
民
は
、

「
御
高
名
は
か
ね
が
ね
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
中
国
に
は
『
雷
鳴
が
耳

元
で
響
く
ほ
ど
名
前
を
よ
く
聞
い
て
い
る
』と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
」

と
語
り
、
伊
東
を
持
ち
上
げ
た
。
そ
し
て
、
第
三
次
円
借
款
再
開
の

言
質
を
引
き
出
す
べ
く
、
改
革
・
開
放
政
策
の
継
続
を
精
一
杯
強
調

し
て
み
せ
た
。
し
か
し
、「
鎮
圧
に
対
す
る
（
外
国
の
）
非
難
は
許

さ
れ
な
い
」
と
も
述
べ
、
あ
く
ま
で
武
力
行
使
を
正
当
化
し
た
。

　

ま
た
、
最
高
実
力
者
・
鄧
小
平
も
、「
中
国
は
制
裁
を
恐
れ
な
い
。

制
裁
に
よ
る
損
失
は
、
い
つ
か
制
裁
者
自
身
に
跳
ね
返
る
」
と
強
調

し
、西
側
の
制
裁
に
は
屈
し
な
い
意
思
を
伊
東
に
伝
え
た
。
さ
ら
に
、

「（
日
本
は
）
人
権
を
振
り
回
す
欧
米
と
は
違
う
は
ず
だ
」「
日
本
は
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自
分
た
ち
の
苦
境
を
分
か
っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
」と
牽
制
し
て
き
た
。

し
か
し
伊
東
は
鄧
に
対
し
、「
中
国
は
こ
の
際
、
国
際
社
会
の
信
頼

を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
中
国
が
目
に
見
え
る
形
で
行

動
し
て
ほ
し
い
」
と
、日
本
側
の
強
い
憂
慮
や
苦
言
を
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
帰
国
し
た
伊
東
は
、
中
国
の
改
革
・
開
放
政
策
と
対
日

友
好
路
線
に
変
化
は
な
い
と
し
て
、
日
本
の
対
中
政
策
も
こ
れ
ま
で

の
路
線
を
維
持
す
べ
き
と
主
張
し
た
と
い
う
。

も
う
一
人
の
親
中
派
硬
骨
漢　
橋
本
恕
中
国
大
使

　

し
か
し
、
伊
東
訪
中
後
、
日
本
政
府
は
た
だ
ち
に
対
中
関
係
改
善

に
踏
み
切
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
関
係
改
善
に
本
格
的
に
着
手

す
る
の
は
、
一
九
九
〇
年
一
月
の
北
京
の
戒
厳
令
解
除
以
降
）。

　

一
一
月
一
八
日
、
呉
学
謙
副
総
理
が
橋
本
恕ひ

ろ
し

中
国
大
使
に
対
し
、

直
近
に
日
中
経
済
協
会
が
訪
中
団
（
団
長
は
斎
藤
英
四
郎
経
団
連
会

長
）
を
派
遣
し
た
こ
と
な
ど
に
言
及
し
つ
つ
、「
先
般
の
伊
東
先
生

の
訪
中
を
き
っ
か
け
に
、
中
日
間
の
民
間
交
流
は
回
復
し
た
」
と
し

な
が
ら
も
、「
民
間
の
積
極
的
動
き
に
、
日
本
政
府
が
遅
れ
を
と
ら

な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
要
求
し
た
。
ち
な
み
に
、
李
鵬
首
相

は
上
記
の
日
中
経
済
協
会
の
訪
中
団
に
対
し
、
西
欧
諸
国
と
中
国
と

の
経
済
関
係
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、

第
三
次
円
借
款
の
再
開
を
強
く
慫

し
ょ
う
よ
う慂し

て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
橋
本
大
使
は
第
三
次
円
借
款
や
高
官
往
来
が
再
開
で

き
な
い
理
由
と
し
て
、
①
日
本
国
民
の
中
に
、
六
月
の
天
安
門
事
件

に
関
連
し
て
中
国
に
対
す
る
批
判
的
意
見
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る

こ
と
、
②
日
本
に
は
日
中
友
好
の
政
策
と
と
も
に
、
西
側
の
一
員
で

あ
る
と
の
基
本
政
策
が
あ
り
、
他
の
西
側
諸
国
の
意
向
を
考
慮
に
入

れ
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
二
点
を
挙
げ
、「
問
題
解
決
に
は
時
間

が
か
か
る
。
多
少
の
時
間
を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
発
言
し
た
。
こ
の

発
言
を
受
け
、
呉
学
謙
も
、「
橋
本
大
使
が
積
極
的
立
場
を
も
っ
て

述
べ
ら
れ
た
意
見
に
賛
同
す
る
」
と
し
て
、
橋
本
の
見
解
に
理
解
を

示
し
た
。

　

七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
で
外
務
省
中
国
課
長
と
し
て
活
躍
し

た
橋
本
は
、
中
国
大
使
と
し
て
も
、
九
二
年
の
天
皇
訪
中
の
実
現
に

積
極
的
に
動
く
な
ど
、
伊
東
と
同
様
、
天
安
門
事
件
後
の
日
中
関
係

の
改
善
に
尽
力
す
る
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
た
伊
東
と
同

様
、
親
中
国
派
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
独
自
の
立
場
を
臆
せ
ず
中
国

首
脳
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
も
決
し
て
忘
れ
な
い
、
国
士
タ
イ
プ
の

外
交
官
で
あ
っ
た
。
と
か
く
近
年
、親
中
国
派
＝
「
中
国
ベ
ッ
タ
リ
」

と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
感
が
あ
る
が
、

一
次
史
料
を
紐
解
く
と
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
イ
メ
ー
ジ
は
必

ず
し
も
正
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
万
事
先

入
観
で
物
事
を
見
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
●




